
講義コード 1116030001

講義名称 経済学B　01＜秋＞

科目英文名 Economics B

開講責任部署 共通教育機構

代表ナンバリングコード ECON1000

単位数 2.0

時間割 秋学期: 月曜日３時限

講義開講時期 秋学期

担当教員

講義・演習概要

本講義はマクロ経済学の入門講義です。マクロ経済学は一国経済全体の動きを把握し、
国民生活の維持安定および発展のための具体的な政策に役立てる学問です。
直観的な理解が容易いものではないため、ミクロ経済学よりも難度が高くなります。
単位取得はそれだけ難しくなりますが、修得した知識は広い範囲で役立てることができます。

学習（到達）目標

この講義に積極的に参加することを通じて
①マクロ経済学で必要とされる基本的な数学的知識を身に付けることができる。
②マクロ経済学の基礎理論を使い、一国経済の現状を理解する能力の基礎を得ることができる。
③国際経済の現実的諸関係について理解する能力を得ることができる。
④マクロ経済学の理論を深く学ぶための基礎能力を得ることができる。

講義・演習計画

成績評価の方法（割合）
「成績評価の方法（コメント）」についても合わせてご確認ください。

成績評価の方法
（コメント）

＜制度上＞
その他　100％

＜実務運用上＞
講義時試験　30％
講義内課題　65％
講義への積極的参加等　 5％

学習目標の①、②、③、④を正確に理解できているかに関し、理解確認課題を課します。具体的には、講義時試験（30％）、講義時課題（講義内小
試験＋毎回の講義内課題65％）、講義への積極的参加（5％）の三つで評価します。
講義時試験は最終講義時に実施するもので、①に関しては計算問題の形で出題し、②、③、④に関しては正誤式、記述式（穴埋め問題）、論述式の

形式でそれぞれ出題します。
講義内課題は、毎回の講義課題が理解できているかを確認するものであり、①、②、③について短問で確認しますが、④について論述式で問うこと

もあります。
講義への積極的な参加等（5点）は、講義に対し、講義受講者全体の理解を促進するような質問があった場合などについて加点を行うものです。具

体的な基準例は第1回～第3回講義中にお示しします。

テキスト

参考文献 福田慎一・照山博司『マクロ経済学・入門 第5版』有斐閣（ISBN978‑4641220669）

事前および事後学習の指示

事前：M‑Portおよびteamsにアップロードされる資料から予習をしておくと良いでしょう
事後：当日に出題された理解確認問題を正確に理解しておいて下さい

なお、共通自由科目であり、
数学は極力少なめに設計されていますが、最低限は数学を解いて頂きます。
（連立一次方程式、変数2～5程度です。）
数学が苦手、という方でも丁寧にお教えいたしますが、
数学にアレルギー反応がある方は受講をお勧め致しません。

この講義はPCスキル（google formへの入力、動画閲覧環境、teamsへの加入・資料閲覧）を前提とします。
PCが苦手な方、PC環境が整っていない方は他の講義の受講を御勧めします。

学習時間 事前学習時間：30時間　事後学習時間：30時間

備考(管理者用) （旧：経済学）02～19生読替

氏名

木村　佳弘

授業形態
講義 アクティブラーニング その他

PCスキル前提 （google formへの入力）

アクティブラーニングの
詳細

※受講人数により表記のとおり実施できない場合があります。

小レポート/小テスト 宿題(演習問題、e‑learning等)

回 内容

第1回 マクロ経済学とは

第2回 マクロ経済を観察するⅠ　マクロ経済のパフォーマンスを測定する

第3回 マクロ経済を観察するⅡ　物価指数と労働に関する指標

第4回 金融市場

第5回 貨幣の機能と中央銀行の役割

第6回 財政の仕組みと機能

第7回 マクロ経済学における三つの市場

第8回 国内総生産と金利の決まり方　①消費関数と国内総生産の決定

第9回 国内総生産と金利の決まり方　②投資関数、金融政策

第10回 国内総生産と金利の決まり方　③IS‑LM分析

第11回 総需要・総供給と物価の決まり方

第12回 AD‑AS分析ワークショップ

第13回 インフレとデフレ

第14回 為替レートの決まり方

第15回 試験とまとめ

試験 0%

レポート

その他 100%

著者 タイトル 教科書購入区分 ISBN 出版社 備考

１． 平口良司 稲葉大 マクロ経済学　新版 大学オンライン
販売

9784641151116 有斐閣ストゥディア



講義コード 1116030001

講義名称 経済学B　01＜秋＞

科目英文名 Economics B

開講責任部署 共通教育機構

代表ナンバリングコード ECON1000

単位数 2.0

時間割 秋学期: 月曜日３時限

講義開講時期 秋学期

担当教員

講義・演習概要

本講義はマクロ経済学の入門講義です。マクロ経済学は一国経済全体の動きを把握し、
国民生活の維持安定および発展のための具体的な政策に役立てる学問です。
直観的な理解が容易いものではないため、ミクロ経済学よりも難度が高くなります。
単位取得はそれだけ難しくなりますが、修得した知識は広い範囲で役立てることができます。

学習（到達）目標

この講義に積極的に参加することを通じて
①マクロ経済学で必要とされる基本的な数学的知識を身に付けることができる。
②マクロ経済学の基礎理論を使い、一国経済の現状を理解する能力の基礎を得ることができる。
③国際経済の現実的諸関係について理解する能力を得ることができる。
④マクロ経済学の理論を深く学ぶための基礎能力を得ることができる。

講義・演習計画

成績評価の方法（割合）
「成績評価の方法（コメント）」についても合わせてご確認ください。

成績評価の方法
（コメント）

＜制度上＞
その他　100％

＜実務運用上＞
講義時試験　30％
講義内課題　65％
講義への積極的参加等　 5％

学習目標の①、②、③、④を正確に理解できているかに関し、理解確認課題を課します。具体的には、講義時試験（30％）、講義時課題（講義内小
試験＋毎回の講義内課題65％）、講義への積極的参加（5％）の三つで評価します。
講義時試験は最終講義時に実施するもので、①に関しては計算問題の形で出題し、②、③、④に関しては正誤式、記述式（穴埋め問題）、論述式の

形式でそれぞれ出題します。
講義内課題は、毎回の講義課題が理解できているかを確認するものであり、①、②、③について短問で確認しますが、④について論述式で問うこと

もあります。
講義への積極的な参加等（5点）は、講義に対し、講義受講者全体の理解を促進するような質問があった場合などについて加点を行うものです。具

体的な基準例は第1回～第3回講義中にお示しします。

テキスト

参考文献 福田慎一・照山博司『マクロ経済学・入門 第5版』有斐閣（ISBN978‑4641220669）

事前および事後学習の指示

事前：M‑Portおよびteamsにアップロードされる資料から予習をしておくと良いでしょう
事後：当日に出題された理解確認問題を正確に理解しておいて下さい

なお、共通自由科目であり、
数学は極力少なめに設計されていますが、最低限は数学を解いて頂きます。
（連立一次方程式、変数2～5程度です。）
数学が苦手、という方でも丁寧にお教えいたしますが、
数学にアレルギー反応がある方は受講をお勧め致しません。

この講義はPCスキル（google formへの入力、動画閲覧環境、teamsへの加入・資料閲覧）を前提とします。
PCが苦手な方、PC環境が整っていない方は他の講義の受講を御勧めします。

学習時間 事前学習時間：30時間　事後学習時間：30時間

備考(管理者用) （旧：経済学）02～19生読替

氏名

木村　佳弘

授業形態
講義 アクティブラーニング その他

PCスキル前提 （google formへの入力）

アクティブラーニングの
詳細

※受講人数により表記のとおり実施できない場合があります。

小レポート/小テスト 宿題(演習問題、e‑learning等)

回 内容

第1回 マクロ経済学とは

第2回 マクロ経済を観察するⅠ　マクロ経済のパフォーマンスを測定する

第3回 マクロ経済を観察するⅡ　物価指数と労働に関する指標

第4回 金融市場

第5回 貨幣の機能と中央銀行の役割

第6回 財政の仕組みと機能

第7回 マクロ経済学における三つの市場

第8回 国内総生産と金利の決まり方　①消費関数と国内総生産の決定

第9回 国内総生産と金利の決まり方　②投資関数、金融政策

第10回 国内総生産と金利の決まり方　③IS‑LM分析

第11回 総需要・総供給と物価の決まり方

第12回 AD‑AS分析ワークショップ

第13回 インフレとデフレ

第14回 為替レートの決まり方

第15回 試験とまとめ

試験 0%

レポート

その他 100%

著者 タイトル 教科書購入区分 ISBN 出版社 備考

１． 平口良司 稲葉大 マクロ経済学　新版 大学オンライン
販売

9784641151116 有斐閣ストゥディア



講義コード 15D1230000

講義名称 地域資源論　＜秋＞

科目英文名 Study on Area Resource

開講責任部署 社会学部　社会学科

代表ナンバリングコード 0SOC2520

単位数 2.0

時間割 秋学期: 月曜日３時限

講義開講時期 秋学期

担当教員

講
義・
演習
概要

本講義は、地域資源の継承が求められている社会的背景や各地の実践的な取り組みの動向を解説するとともに、地域社会のマネジメントを担うさまざまな人びと
（担い手・当事者・アクター）の視点をあきらかにし、そこに見られる課題や可能性について多面的に学ぶことを目的とするものである。本講義では、地域資源
とは何か、地域資源がどのように変容・変質をしてきたのかを具体的に捉えながら、地域社会が抱える問題点および課題を正確に把握し、地域資源の活用方法につ
いて自ら提案できる能力を養う。

学習
（到
達）
目標

本講義では、地域資源の管理と活用に関する知識を修得するとともに、地域資源を活用した地域活性化対策に関わる問題点の把握と問題解決のための対策を提示
できる能力を育成する。
（1）地域社会・コミュニティ・地域の集団と組織について、その概念を説明できる。
（2）思考や目的が異なる人びとによる協働の可能性と限界について理解する。
（3）地域資源の持続的な利用と、それにもとづく地域資源のマネジメントのあり方について考える能力を身に付ける。

講義・演習計画

成績評価の方法（割合）
「成績評価の方法（コメント）」についても合わせてご確認ください。

成績評価の方法（コメント） 期末レポート（50%）と講義中に課す課題（50%）の成績を総合して評価します。

参考文献
牧野厚史・松本貴文編,2015,『暮らしの視点からの地方再生：地域と生活の社会学』九州大学出版会.
宮内泰介編,2017,『どうすれば環境保全はうまくいくのか―現場から考える「順応的ガバナンス」の進め方』新泉社.
三浦典子ほか編,2017,『地域再生の社会学』 学文社.

事前および事後学
習の指示

地元新聞・インターネット等のメディアを活用して地域資源の管理と活用の取り組みに関する情報を収集すること。指定の参考書及び講義で紹介す
る文献等を事前・事後学習に活用すること。

学習時間 事前学習時間：30時間　事後学習時間：30時間

キーワード 地域資源、地域コミュニティ、移住者、高齢者、農産品、持続可能性、地域活性化

備考(管理者用) （旧：環境社会学）11～18E・11～15CBCC・10～18SS生読替☆（旧：社会学特講－環境社会学）02～09SS生読替

氏名

金　太宇

授業形態 講義 アクティブラーニング

アクティブラーニングの
詳細

※受講人数により表記のとおり実施できない場合があります。

コメントシート 小レポート/小テスト

回 内容

第1回 イントロダクション

第2回 地域資源とはなにか：「資源」になりうるもの

第3回 地域社会の現状と課題

第4回 地域振興と内発的発展論

第5回 地域コミュニティの規範と伝統行事の継承

第6回 環境保全と地域資源の持続可能な利用・管理

第7回 高齢者の生き方と文化資源

第8回 移住・定住の促進と多様な主体の連携・協働

第9回 地域の価値と魅力の再発掘

第10回 農産品の認証制度と農産物ブランド化の取り組み

第11回 農産物のオーナー制度

第12回 荒廃農地の管理と鳥獣害対策

第13回 人材の育成と域学連携

第14回 事前復興と災害に強いコミュニティの構築

第15回 まとめ

試験

レポート 50%

その他 50%



講義コード 15D1230000

講義名称 地域資源論　＜秋＞

科目英文名 Study on Area Resource

開講責任部署 社会学部　社会学科

代表ナンバリングコード 0SOC2520

単位数 2.0

時間割 秋学期: 月曜日３時限

講義開講時期 秋学期

担当教員

講
義・
演習
概要

本講義は、地域資源の継承が求められている社会的背景や各地の実践的な取り組みの動向を解説するとともに、地域社会のマネジメントを担うさまざまな人びと
（担い手・当事者・アクター）の視点をあきらかにし、そこに見られる課題や可能性について多面的に学ぶことを目的とするものである。本講義では、地域資源
とは何か、地域資源がどのように変容・変質をしてきたのかを具体的に捉えながら、地域社会が抱える問題点および課題を正確に把握し、地域資源の活用方法につ
いて自ら提案できる能力を養う。

学習
（到
達）
目標

本講義では、地域資源の管理と活用に関する知識を修得するとともに、地域資源を活用した地域活性化対策に関わる問題点の把握と問題解決のための対策を提示
できる能力を育成する。
（1）地域社会・コミュニティ・地域の集団と組織について、その概念を説明できる。
（2）思考や目的が異なる人びとによる協働の可能性と限界について理解する。
（3）地域資源の持続的な利用と、それにもとづく地域資源のマネジメントのあり方について考える能力を身に付ける。

講義・演習計画

成績評価の方法（割合）
「成績評価の方法（コメント）」についても合わせてご確認ください。

成績評価の方法（コメント） 期末レポート（50%）と講義中に課す課題（50%）の成績を総合して評価します。

参考文献
牧野厚史・松本貴文編,2015,『暮らしの視点からの地方再生：地域と生活の社会学』九州大学出版会.
宮内泰介編,2017,『どうすれば環境保全はうまくいくのか―現場から考える「順応的ガバナンス」の進め方』新泉社.
三浦典子ほか編,2017,『地域再生の社会学』 学文社.

事前および事後学
習の指示

地元新聞・インターネット等のメディアを活用して地域資源の管理と活用の取り組みに関する情報を収集すること。指定の参考書及び講義で紹介す
る文献等を事前・事後学習に活用すること。

学習時間 事前学習時間：30時間　事後学習時間：30時間

キーワード 地域資源、地域コミュニティ、移住者、高齢者、農産品、持続可能性、地域活性化

備考(管理者用) （旧：環境社会学）11～18E・11～15CBCC・10～18SS生読替☆（旧：社会学特講－環境社会学）02～09SS生読替

氏名

金　太宇

授業形態 講義 アクティブラーニング

アクティブラーニングの
詳細

※受講人数により表記のとおり実施できない場合があります。

コメントシート 小レポート/小テスト

回 内容

第1回 イントロダクション

第2回 地域資源とはなにか：「資源」になりうるもの

第3回 地域社会の現状と課題

第4回 地域振興と内発的発展論

第5回 地域コミュニティの規範と伝統行事の継承

第6回 環境保全と地域資源の持続可能な利用・管理

第7回 高齢者の生き方と文化資源

第8回 移住・定住の促進と多様な主体の連携・協働

第9回 地域の価値と魅力の再発掘

第10回 農産品の認証制度と農産物ブランド化の取り組み

第11回 農産物のオーナー制度

第12回 荒廃農地の管理と鳥獣害対策

第13回 人材の育成と域学連携

第14回 事前復興と災害に強いコミュニティの構築

第15回 まとめ

試験

レポート 50%
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講義コード 1A10530000

講義名称 世界の市民－経済リテラシーを身につける　＜秋＞

科目英文名 World Citizen‑Learning Economic Literacy

開講責任部署 共通教育機構

代表ナンバリングコード WDCZ1000

単位数 2.0

時間割 秋学期: 月曜日３時限

講義開講時期 秋学期

担当教員

講義・演習概
要

経済について、特にお金の仕組みについて、初歩から学びます。
NISAやiDeCo、年金、生命保険など将来必ず関わる身近なことがらはもちろん、相続や、労働問題なども扱い、そのようなときに、どう行動すればよい
か、などについて学びます。
経済だけでなく、経営や法律、社会学にもまたがるところがあり、身近な問題から、日本や世界の問題ともつながっており、世界の市民として学ぶべき
内容となっています。
板書だけでなく、YouTubeやDVDなど映像資料も適宜用いて、分かりやすく学びます。

学習（到達）
目標

経済の仕組みについて慣れ親しむ。将来の日本や世界経済を見通して、お金の仕組みを理解し、将来の人生設計について考えられるようになること。
世界の市民として、自分や周りの問題はもちろん、世界の様々な事象・問題に対し、自分で疑問点を調べられるようになること。

講義・演習計画

成績評価の方法（割合）
「成績評価の方法（コメント）」についても合わせてご確認ください。

成績評価の方法（コメント） 毎回、簡単な確認の小テストを課します。レポートを課す回もあります。
それらの合計から決まります。

テキスト

参考文献

山崎元『図解　山崎元のお金に強くなる！』ディスカヴァー・トゥエンティワン ISBN:9784799317242
権丈善一『ちょっと気になる社会保障　V4』ISBN‑13 ​ :  978‑4326701353
大江英樹, 大江 加代 『知らないと損する年金の真実 ‑ 改訂版　2026年新制度対応 ‑ (ワニブックスPLUS新書) 』ISBN‑13  ​ :  978‑4847067228
細野真宏『「未納が増えると年金が破綻する」って誰が言った? ∼世界一わかりやすい経済の本∼ (扶桑社新書 45)』ISBN‑13 ​ :  978‑
4594058739

事前および事後学習の指
示

事後学習30分
授業内で紹介する映像資料に関連して、自分に興味のある動画を視聴することを推奨する。

学習時間 事前学習時間：30時間　事後学習時間：30時間

キーワード 少子高齢化、生命保険、医療保険、投資信託、NISA、iDeCo、年金

備考(管理者用) （旧：世界市民‑経済リテラシーを身につける）16～19生読替

授業形態
講義 アクティブラーニング プレゼンテーション

グループワーク

アクティブラー
ニングの詳細

※受講人数により表記のとおり実施できない場合があります。

小レポート/小テスト 宿題(演習問題、e‑learning等) ディスカッション(話し合い)

回 内容

第1回

日本経済の将来
・将来の日本経済はどうなるか
・みんなが定年になる頃を考えよう。
・少子高齢化・格差・経済成長

第2回 日本経済の歴史1
・日本経済の歩み：日本型経済システム成立と解体

第3回 日本経済の歴史2
・平成の「失われた30年」と日本経済の構造変化

第4回

お金との付き合い方
・お金は目的でなく手段。合理的に付き合おう。
・「適切な場所」に置いてお金にお金を稼がせよう
・人生の豊かさに必要な6つの要素

第5回

お金を稼ぐ・増やす
・安定した収入を得られる人材価値を身に付けよう。
・貯蓄で運用の元本形成。給料天引きが最善策！
・お金と時間と自由の交換法則を意識しよう。

第6回

お金は賢く使う1
・銀行は日常のお金のやり取りに限定する。
・「無料相談」に近づいてはいけない。
・「家は買うか借りるか」永遠の論争に決着！

第7回

お金は賢く使う2
・生命保険は「加入しない」を原則と考えよう。
・ガン保険に加入するのは損！
・公的年金は縮むけどゼロにはならない。
・金融業界があおる老後不安に騙されるな！
・ギャンブルは投資でなく教養娯楽費と考える。

第8回

借金とは付き合わない
・借金は複利で雪だるま式に増える。
・借金返済に勝る運用はない。
・便利な速算法(72の法則、115の法則、126の法則
複利計算シミュレーションを行う。借金と、運用は表裏一体。奨学金を借りている人は、返済計画について考えるよい機会になる。また、将来住宅購入を考える
際の考え方の基礎となる。

第9回

運用の基本1
・金融商品のリスクとは？そしてリターンとは？
・自分の価値「人的資本」を考えよう。
・最悪のケースを考えよう。

第10
回

運用の基本2
・「リスク資産」と「無リスク資産」を分けて考える。
・多業種・多銘柄に分散投資する。
・投資信託の特徴を知っておこう。

第11
回

簡単運用術1
・運用の流れを押さえておこう。
・最大ロスしていい金額で投資額を決めよう。
・リスク資産は日本と海外のインデックス・ファンドに。
・無リスク資産は個人向け国債とMRFに。

第12
回

簡単運用術2
・個人向け国債（変動金利10年型)はインフレに強い！
・金融商品の「売り時」の判断基準を持っておこう。
・老後資金を360ヶ月で見積もってみよう。

第13
回

確定拠出年金とNISA
・確定拠出年金を今すぐ利用しよう。
・NISAを最大限に利用しよう。
・確定拠出年金とNISAの適切な利用法

第14
回

運用のリテラシー・考え方1
・初心者向けの特別な商品やプランなどない
・インカム・ゲインとキャピタル・ゲインを分けて考えない。
・運用業界の「不都合な真実」。
・長期投資でリスクは減少しない。
・手数料の罠にはまらないようにしよう。

第15
回

運用のリテラシー・考え方2
・外国為替・外貨預金を進めない理由がある。
・運用商品の「幕の内弁当」バランス・ファンドは割高。
・従業員持ち株会の利用には注意が必要。
・ドルコスト平均法は気休めでしかない。

試験 70%

レポート 15%

その他 15%

著者 タイトル 教科書購入区分 ISBN 出版社 備考

１． 山崎元 図解　山崎元のお金に
強くなる！

学生独自購入 9784799317242 ディスカヴァー・ト
ゥエンティワン

氏名

金江　亮
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・金融商品のリスクとは？そしてリターンとは？
・自分の価値「人的資本」を考えよう。
・最悪のケースを考えよう。

第10
回

運用の基本2
・「リスク資産」と「無リスク資産」を分けて考える。
・多業種・多銘柄に分散投資する。
・投資信託の特徴を知っておこう。

第11
回

簡単運用術1
・運用の流れを押さえておこう。
・最大ロスしていい金額で投資額を決めよう。
・リスク資産は日本と海外のインデックス・ファンドに。
・無リスク資産は個人向け国債とMRFに。

第12
回

簡単運用術2
・個人向け国債（変動金利10年型)はインフレに強い！
・金融商品の「売り時」の判断基準を持っておこう。
・老後資金を360ヶ月で見積もってみよう。

第13
回

確定拠出年金とNISA
・確定拠出年金を今すぐ利用しよう。
・NISAを最大限に利用しよう。
・確定拠出年金とNISAの適切な利用法

第14
回

運用のリテラシー・考え方1
・初心者向けの特別な商品やプランなどない
・インカム・ゲインとキャピタル・ゲインを分けて考えない。
・運用業界の「不都合な真実」。
・長期投資でリスクは減少しない。
・手数料の罠にはまらないようにしよう。

第15
回

運用のリテラシー・考え方2
・外国為替・外貨預金を進めない理由がある。
・運用商品の「幕の内弁当」バランス・ファンドは割高。
・従業員持ち株会の利用には注意が必要。
・ドルコスト平均法は気休めでしかない。

試験 70%

レポート 15%

その他 15%

著者 タイトル 教科書購入区分 ISBN 出版社 備考

１． 山崎元 図解　山崎元のお金に
強くなる！

学生独自購入 9784799317242 ディスカヴァー・ト
ゥエンティワン
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代表ナンバリングコード 0LAW2480
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演習
概要

【講義名称】商取引法Ⅱ：ビジネスモデルの法的構造

Ⅰ　講義概要
春学期の「商取引法Ⅰ」で学んだ「商人たち（プレイヤー）」が、実際にどのようなルールで取引を行い、経済社会を動かしているのか。本講義では、商法典

（商行為法）に基づき、ビジネスの現場で適用される「プロ同士のルール」と「各種ビジネスモデル」を体系的に学ぶ。

講義の前半では、すべての取引の土台となる「商行為通則」と「商事売買」を扱い、民法とは異なる迅速な処理ルールを習得する。中盤では「決済」や「投
資」といった金融的側面、後半では「仲介（仲立・問屋）」「物流（運送・倉庫）」「サービス（場屋）」といった具体的業種の法的構造を解剖する。

「商取引法」という講学上の名称にとらわれず、企業取引の実務において商人がどのように他者と連携し、経済的共同体を形成しているのか、そのダイナミズム
を法的な視点から理解することを目的とする。

Ⅱ　なぜ、いま「商取引法Ⅱ」を学ぶのか？

1. トラブルを予防し、公正な取引を実現する

商行為通則は、商取引のスピードと安全を守るための「交通ルール」である。例えば、売買における検品義務や、商人間留置権などの知識は、自社の利益を守る
盾となる。法的リスクを認識し、公正かつ透明性のある取引環境を構築できる人材を目指す。

2. ビジネスの「仕組み」を透視する力を養う

「証券会社はどうやって株を売買している？」「経済の血流である運送業者と、巨大な倉庫業者はビジネス上、どのような責任を負うのか？」。これらのビジネ
スはすべて商法上の典型的な契約類型に基づいている。各業種の法的構造（マネタイズと責任の仕組み）を理解することで、将来どのような業界に進んでも通用す
るビジネスリテラシーを身につける。

Ⅲ　授業の進め方（毎回のルーティン）

→各回、概ね次の流れで進める。「予習→実践→復習」のサイクルを回し、着実に力をつける。

1. 学習チェック（ポイント確認）：本日の到達点（重要論点）を短問で確認し、授業の見取り図を共有する。

2. 導入事例（ケーススタディ）：実務で実際に起きそうな「数行のトラブル事例」を提示する。

3. 図表で全体像をつかむ：「誰と誰が契約しているのか？」「お金とモノの流れ」を図解で整理する。

4. 条文の使いこなし：法律要件→効果→例外の順に読み解き、当てはめの骨格を作る。

5. 設問を通じた考察：一方的な講義ではなく、短い設問に対し「なぜそうなるか」を考える時間を設ける。

※ 講義レジュメは原則1週間前までに配布する。

※ 復習用録音をOneDriveで提供する。

学習
（到
達）
目標

「商取引法」は、司法試験・公認会計士試験をはじめ、司法書士・行政書士・ビジネス実務法務検定試験・宅地建物取引士試験など、多くの資格試験における
頻出分野である。特に本講義で扱う「商行為法」は、民法の特則や各種の契約類型（売買・運送・倉庫など）が入り乱れるため、独学では「各論の羅列に見え
て、統一的な理解が難しい」とされる分野でもある。

　本講義（商取引法Ⅱ）では、単なる知識の暗記ではなく「ビジネスの現場で法がどう機能するか」を重視し、以下の状態に到達することを目指す。

　1.　ビジネスモデルの「動態」を視覚化できる

　商品が売買され、運送され、倉庫に保管され、決済されるという一連のビジネスの流れ（商流・物流・金流）を、法的な仕組みとして有機的にイメージできる状
態にする。

　2.　民法との「差異」をツールとして使いこなせる

　「なぜ民法の原則を修正する必要があるのか（迅速性・安全性の要請）」という趣旨を理解し、民法と商法の違いを意識しながら、条文を事案に応じて適切に
選択・適用できるスキルを身につける。

　3.　複合的な紛争を「横断的思考」で解決できる

　実際のビジネスで起こりうる、複数の業種（売主・運送業者・倉庫業者など）が絡む複雑なトラブルに対し、それぞれの権利義務関係を整理し、論理的な法的
根拠に基づいて解決策を提示できる。

　以上の到達目標は、先に示した「授業の進め方（毎回のルーティン）」の反復練習を通じて、着実に達成を目指すものである。

講義・演習計画

成績評価の方法（割合）
「成績評価の方法（コメント）」についても合わせてご確認ください。

成績評価の方法（コメント）

【成績評価の方法】

「暗記」ではなく「理解と論理的思考」を評価する。

① 理解力テスト（配点：20点）
→授業内容の定着度を確認するテストである。

② 平常点（配点：20点）
→授業への積極的な参加度などを評価する。

③ レポート課題（配点：60点）
→学期中に課される課題である。「商取引法Ⅱ」は「課題解決型授業」を目指すので「論理的な構成力」を重視する。

※ 成績評価は合計100点で評価する。その詳細については、第1回目の対面授業で詳しく説明する。

テキスト

事前および事後学習の
指示

【受講生の学習サイクル（推奨）】

授業効果を最大化するため、次の手順で学習することを推奨する。

・ 予習（20～30分）
→ 配布レジュメを通読し、該当する条文にマーカーや付箋を貼る（これだけで授業の理解度が段違いである）。

・ 授業中
→「なぜそうなるのか？」という理由付けを常に考える。

・ 復習（30分）
→ 学習チェック項目や授業中の設問を、何も見ずに「根拠条文」と「理由」付きで答えてみる。不明点はOneDriveで提供する録音ファイ

ルで再確認。

学習時間 事前学習時間：30時間　事後学習時間：30時間

キーワード 商行為通則、商事売買、匿名組合、仲立営業、問屋営業、運送営業、倉庫営業、場屋営業

備考(管理者用) （旧：商取引法）08～19E・J・10～19B生読替☆（旧：商法Ⅲ）02～07E・J生読替

氏名

大川　済植

授業形態 講義

アクティブラーニングの
詳細

※受講人数により表記のとおり実施できない場合があります。

課題解決

回 内容

第1回

【第1部：プロ同士の契約ルール ——通則と売買（第1回～第4回）】

　→ビジネスのスピードと安全を守るため、民法（市民のルール）がどのように修正されているかを学ぶ。

第1回：ガイダンス＆ビジネスは時は金なり 

　　　——商行為通則① 成立と代理

【テーマ】申込みの諾否通知義務、商行為の代理、対抗要件

【問　い】「契約書を返送していない」のに契約成立とみなされる？ 沈黙が承諾になるビジネスのスピード感と、顕名（「〇〇社の代理」と言うこと）を省略で
きるプロの慣行。

第2回

第2回：債権を確実に回収する 

　　　——商行為通則② 担保と利息

【テーマ】商事法定利率、流質契約、商人間留置権

【問　い】「利息の話をしていなかった」場合でも、商人は年6%を請求できるか？ 借金のカタに取った物を、裁判所を通さずに売ってしまう「流質」の強烈な効
力。

第3回

第3回：プロ同士の売買 

　　　——商事売買① 検査義務

【テーマ】買主の検査・通知義務（商法526条）

【問　い】届いた商品に欠陥があったが、忙しくて1週間放置した。あとから返品できるか？ 商人間の売買で最も重要かつ恐ろしい「検品義務」の罠。

第4回

第4回：トラブル時の処理 

　　　——商事売買② 解除と保管

【テーマ】確定期売買の解除、買主の保管・供託義務

【問　い】クリスマスケーキが26日に届いた。もはや不要だが、解除の連絡は必要か？ また、送られてきた不良品を「邪魔だから」と捨ててよいか？

第5回

【第2部：お金と投資の仕組み ——金融（第5回～第6回）】

　→継続的な取引における決済方法と、ビジネスにお金を呼び込む投資スキームを学ぶ。

第5回：ツケ払いのシステム 

　　　——交互計算・その他の決済

【テーマ】交互計算の機能、不可分性、相殺、決済手段の多様性

【問　い】毎日の取引をその都度決済せず、半年に一回まとめて精算する「交互計算」のメリットとは？ 帳簿上の残高が持つ法的意味。

第6回

第6回：口を出さずに金を出す 

　　　——匿名組合

【テーマ】匿名組合契約、出資者の権利義務、営業者の責任

【問　い】「経営にはタッチしないが、利益の配当だけ欲しい」。ファンドやアイドルへの投資スキームなどで多用される匿名組合の仕組みとは？

第7回

【第3部：ビジネスをつなぐ ——仲介のプロ（第7回～第9回）】

　→商品と顧客、企業と企業を結びつける「つなぎ役」のビジネスモデルを学ぶ。

第7回：契約のキューピッド 

　　　——仲立営業

【テーマ】仲立人（ブローカー）の役割、給付受領権限、黙秘義務

【問　い】不動産仲介やM&A仲介は、契約当事者ではないのに、なぜ手数料をもらえるのか？ 双方のために尽くす中立的な立場と、氏名を隠す権利。

第8回

第8回：自分の名で商売する 

　　　——問屋営業① 構造

【テーマ】問屋の意義、委託者との関係、介入権

【問　い】証券会社は顧客の注文をどう処理している？ 「他人の計算（財布）で、自分の名（責任）でする」という複雑な仕組みと、自らが売主になれる「介入
権」。

第9回

第9回：問屋のリスクと責任 

　　　——問屋営業② 責任

【テーマ】履行担保責任、問屋の権利（留置権など）、運送取扱営業

【問　い】委託された商品が売れなかったり、代金が回収できなかった時、問屋はどう責任を負うか？ 運送の手配をする「運送取扱人」の役割。

第10
回

【第4部：モノを運ぶ・預かる ——物流のプロ（第10回～第14回）】

　→経済の血流である「物流」と、巨大な倉庫ビジネスの責任を学ぶ。

第10回：物流を支える 

　　　——運送営業① 物品運送

【テーマ】物品運送契約、運送人の損害賠償責任、高価品特則

【問　い】配送中の荷物が壊れたら、運送会社は全額弁償してくれるのか？ 「高価品」を申告しなかった場合のリスクと免責。

第11
回

第11回：紙切れになった証券 

　　　——運送営業② 陸上運送と送り状

【テーマ】貨物引換証の発行不要制度、送り状（Waybill）の機能

【問　い】なぜ国内の宅配便やトラック運送では、もはや「貨物引換証」が発行されないのか？ 商法改正により「有価証券」から単なる「受取証・データ」へと
変化した陸上物流の実態。

第12
回

第12回：海を渡る最強の紙 

——運送営業③ 海上運送とB/L

【テーマ】船荷証券（Bill of Lading）、償還証券性、物権的効力

【問い】「B/L（ビーエル）なくして荷渡しなし」。なぜ国際貿易では、未だに紙の証券が絶対的な力を持つのか？ 証券の引渡しが商品の引渡しと同じ効力を持つ
「象徴的引渡し」の魔法。

第13
回

第13回：在庫を守る 

——倉庫営業

【テーマ】倉庫寄託契約、倉荷証券、火災時の責任

【問い】Amazonの倉庫のような巨大物流拠点で、商品は法的にどう管理されているのか？ 預けた物が燃えた場合、倉庫業者はどこまで責任を負うか。

第14
回

【第5部：おもてなしと総括 ——サービスのプロ（第14回～第15回）】

第14回：おもてなしの責任

—— 場屋営業

【テーマ】公衆接客業者、客の携帯品に対する責任、高価品の特則

【問　い】「貴重品はフロントへ」という掲示があれば、更衣室で財布が盗まれても店は責任を負わないのか？ 飲食店やホテルに課される厳しい管理責任。

第15
回

【第5部】総まとめ

第15回：総合演習

——ある商社マンの奮闘記

【テーマ】商行為法（各論）の横断的理解、複合的事例への応用

【内　容】中堅商社に勤める主人公が、海外から希少なコーヒー豆を輸入し、国内カフェチェーンに卸すプロジェクトを担当。物流トラブルやクレームを乗り越
え、最後に取引先との祝賀会を開くまでの法的課題を解決する。

【問　い】

1.（契約締結）：メーカーと小売店の間を取り持ったが、契約書に自分の名前しか書かなかった。（問屋と仲立人の区別・介入権）

2.（物　流）：商品がまだ海の上にあるのに、船荷証券（B/L）を使って転売し、到着後は倉庫に預けた。（物品運送・倉庫営業・有価証券法理）

3.（販　売）：納品から半年後に「豆が腐っていた」とクレームが来た。返品を受け付ける義務はあるか？（商事売買・買主の検査通知義務）

4.（接　待）：プロジェクト成功の祝賀会をホテルで開いた際、預けた荷物が紛失した。ホテルに賠償させられるか？（場屋営業・客の携帯品に対する責任）

試験 20%

レポート 60%

その他 20%

著者 タイトル 教科書購入区分 ISBN 出版社 備考

１． 北村雅史 商法総則・商行為法〔第
２版〕

大学オンライン
販売

978‑4‑589‑04201‑9 法律文化社
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【講義名称】商取引法Ⅱ：ビジネスモデルの法的構造

Ⅰ　講義概要
春学期の「商取引法Ⅰ」で学んだ「商人たち（プレイヤー）」が、実際にどのようなルールで取引を行い、経済社会を動かしているのか。本講義では、商法典

（商行為法）に基づき、ビジネスの現場で適用される「プロ同士のルール」と「各種ビジネスモデル」を体系的に学ぶ。

講義の前半では、すべての取引の土台となる「商行為通則」と「商事売買」を扱い、民法とは異なる迅速な処理ルールを習得する。中盤では「決済」や「投
資」といった金融的側面、後半では「仲介（仲立・問屋）」「物流（運送・倉庫）」「サービス（場屋）」といった具体的業種の法的構造を解剖する。

「商取引法」という講学上の名称にとらわれず、企業取引の実務において商人がどのように他者と連携し、経済的共同体を形成しているのか、そのダイナミズム
を法的な視点から理解することを目的とする。

Ⅱ　なぜ、いま「商取引法Ⅱ」を学ぶのか？

1. トラブルを予防し、公正な取引を実現する

商行為通則は、商取引のスピードと安全を守るための「交通ルール」である。例えば、売買における検品義務や、商人間留置権などの知識は、自社の利益を守る
盾となる。法的リスクを認識し、公正かつ透明性のある取引環境を構築できる人材を目指す。

2. ビジネスの「仕組み」を透視する力を養う

「証券会社はどうやって株を売買している？」「経済の血流である運送業者と、巨大な倉庫業者はビジネス上、どのような責任を負うのか？」。これらのビジネ
スはすべて商法上の典型的な契約類型に基づいている。各業種の法的構造（マネタイズと責任の仕組み）を理解することで、将来どのような業界に進んでも通用す
るビジネスリテラシーを身につける。

Ⅲ　授業の進め方（毎回のルーティン）

→各回、概ね次の流れで進める。「予習→実践→復習」のサイクルを回し、着実に力をつける。

1. 学習チェック（ポイント確認）：本日の到達点（重要論点）を短問で確認し、授業の見取り図を共有する。

2. 導入事例（ケーススタディ）：実務で実際に起きそうな「数行のトラブル事例」を提示する。

3. 図表で全体像をつかむ：「誰と誰が契約しているのか？」「お金とモノの流れ」を図解で整理する。

4. 条文の使いこなし：法律要件→効果→例外の順に読み解き、当てはめの骨格を作る。

5. 設問を通じた考察：一方的な講義ではなく、短い設問に対し「なぜそうなるか」を考える時間を設ける。

※ 講義レジュメは原則1週間前までに配布する。

※ 復習用録音をOneDriveで提供する。

学習
（到
達）
目標

「商取引法」は、司法試験・公認会計士試験をはじめ、司法書士・行政書士・ビジネス実務法務検定試験・宅地建物取引士試験など、多くの資格試験における
頻出分野である。特に本講義で扱う「商行為法」は、民法の特則や各種の契約類型（売買・運送・倉庫など）が入り乱れるため、独学では「各論の羅列に見え
て、統一的な理解が難しい」とされる分野でもある。

　本講義（商取引法Ⅱ）では、単なる知識の暗記ではなく「ビジネスの現場で法がどう機能するか」を重視し、以下の状態に到達することを目指す。

　1.　ビジネスモデルの「動態」を視覚化できる

　商品が売買され、運送され、倉庫に保管され、決済されるという一連のビジネスの流れ（商流・物流・金流）を、法的な仕組みとして有機的にイメージできる状
態にする。

　2.　民法との「差異」をツールとして使いこなせる

　「なぜ民法の原則を修正する必要があるのか（迅速性・安全性の要請）」という趣旨を理解し、民法と商法の違いを意識しながら、条文を事案に応じて適切に
選択・適用できるスキルを身につける。

　3.　複合的な紛争を「横断的思考」で解決できる

　実際のビジネスで起こりうる、複数の業種（売主・運送業者・倉庫業者など）が絡む複雑なトラブルに対し、それぞれの権利義務関係を整理し、論理的な法的
根拠に基づいて解決策を提示できる。

　以上の到達目標は、先に示した「授業の進め方（毎回のルーティン）」の反復練習を通じて、着実に達成を目指すものである。

講義・演習計画

成績評価の方法（割合）
「成績評価の方法（コメント）」についても合わせてご確認ください。

成績評価の方法（コメント）

【成績評価の方法】

「暗記」ではなく「理解と論理的思考」を評価する。

① 理解力テスト（配点：20点）
→授業内容の定着度を確認するテストである。

② 平常点（配点：20点）
→授業への積極的な参加度などを評価する。

③ レポート課題（配点：60点）
→学期中に課される課題である。「商取引法Ⅱ」は「課題解決型授業」を目指すので「論理的な構成力」を重視する。

※ 成績評価は合計100点で評価する。その詳細については、第1回目の対面授業で詳しく説明する。

テキスト

事前および事後学習の
指示

【受講生の学習サイクル（推奨）】

授業効果を最大化するため、次の手順で学習することを推奨する。

・ 予習（20～30分）
→ 配布レジュメを通読し、該当する条文にマーカーや付箋を貼る（これだけで授業の理解度が段違いである）。

・ 授業中
→「なぜそうなるのか？」という理由付けを常に考える。

・ 復習（30分）
→ 学習チェック項目や授業中の設問を、何も見ずに「根拠条文」と「理由」付きで答えてみる。不明点はOneDriveで提供する録音ファイ

ルで再確認。

学習時間 事前学習時間：30時間　事後学習時間：30時間

キーワード 商行為通則、商事売買、匿名組合、仲立営業、問屋営業、運送営業、倉庫営業、場屋営業

備考(管理者用) （旧：商取引法）08～19E・J・10～19B生読替☆（旧：商法Ⅲ）02～07E・J生読替

氏名

大川　済植

授業形態 講義

アクティブラーニングの
詳細

※受講人数により表記のとおり実施できない場合があります。

課題解決

回 内容

第1回

【第1部：プロ同士の契約ルール ——通則と売買（第1回～第4回）】

　→ビジネスのスピードと安全を守るため、民法（市民のルール）がどのように修正されているかを学ぶ。

第1回：ガイダンス＆ビジネスは時は金なり 

　　　——商行為通則① 成立と代理

【テーマ】申込みの諾否通知義務、商行為の代理、対抗要件

【問　い】「契約書を返送していない」のに契約成立とみなされる？ 沈黙が承諾になるビジネスのスピード感と、顕名（「〇〇社の代理」と言うこと）を省略で
きるプロの慣行。

第2回

第2回：債権を確実に回収する 

　　　——商行為通則② 担保と利息

【テーマ】商事法定利率、流質契約、商人間留置権

【問　い】「利息の話をしていなかった」場合でも、商人は年6%を請求できるか？ 借金のカタに取った物を、裁判所を通さずに売ってしまう「流質」の強烈な効
力。

第3回

第3回：プロ同士の売買 

　　　——商事売買① 検査義務

【テーマ】買主の検査・通知義務（商法526条）

【問　い】届いた商品に欠陥があったが、忙しくて1週間放置した。あとから返品できるか？ 商人間の売買で最も重要かつ恐ろしい「検品義務」の罠。

第4回

第4回：トラブル時の処理 

　　　——商事売買② 解除と保管

【テーマ】確定期売買の解除、買主の保管・供託義務

【問　い】クリスマスケーキが26日に届いた。もはや不要だが、解除の連絡は必要か？ また、送られてきた不良品を「邪魔だから」と捨ててよいか？

第5回

【第2部：お金と投資の仕組み ——金融（第5回～第6回）】

　→継続的な取引における決済方法と、ビジネスにお金を呼び込む投資スキームを学ぶ。

第5回：ツケ払いのシステム 

　　　——交互計算・その他の決済

【テーマ】交互計算の機能、不可分性、相殺、決済手段の多様性

【問　い】毎日の取引をその都度決済せず、半年に一回まとめて精算する「交互計算」のメリットとは？ 帳簿上の残高が持つ法的意味。

第6回

第6回：口を出さずに金を出す 

　　　——匿名組合

【テーマ】匿名組合契約、出資者の権利義務、営業者の責任

【問　い】「経営にはタッチしないが、利益の配当だけ欲しい」。ファンドやアイドルへの投資スキームなどで多用される匿名組合の仕組みとは？

第7回

【第3部：ビジネスをつなぐ ——仲介のプロ（第7回～第9回）】

　→商品と顧客、企業と企業を結びつける「つなぎ役」のビジネスモデルを学ぶ。

第7回：契約のキューピッド 

　　　——仲立営業

【テーマ】仲立人（ブローカー）の役割、給付受領権限、黙秘義務

【問　い】不動産仲介やM&A仲介は、契約当事者ではないのに、なぜ手数料をもらえるのか？ 双方のために尽くす中立的な立場と、氏名を隠す権利。

第8回

第8回：自分の名で商売する 

　　　——問屋営業① 構造

【テーマ】問屋の意義、委託者との関係、介入権

【問　い】証券会社は顧客の注文をどう処理している？ 「他人の計算（財布）で、自分の名（責任）でする」という複雑な仕組みと、自らが売主になれる「介入
権」。

第9回

第9回：問屋のリスクと責任 

　　　——問屋営業② 責任

【テーマ】履行担保責任、問屋の権利（留置権など）、運送取扱営業

【問　い】委託された商品が売れなかったり、代金が回収できなかった時、問屋はどう責任を負うか？ 運送の手配をする「運送取扱人」の役割。

第10
回

【第4部：モノを運ぶ・預かる ——物流のプロ（第10回～第14回）】

　→経済の血流である「物流」と、巨大な倉庫ビジネスの責任を学ぶ。

第10回：物流を支える 

　　　——運送営業① 物品運送

【テーマ】物品運送契約、運送人の損害賠償責任、高価品特則

【問　い】配送中の荷物が壊れたら、運送会社は全額弁償してくれるのか？ 「高価品」を申告しなかった場合のリスクと免責。

第11
回

第11回：紙切れになった証券 

　　　——運送営業② 陸上運送と送り状

【テーマ】貨物引換証の発行不要制度、送り状（Waybill）の機能

【問　い】なぜ国内の宅配便やトラック運送では、もはや「貨物引換証」が発行されないのか？ 商法改正により「有価証券」から単なる「受取証・データ」へと
変化した陸上物流の実態。

第12
回

第12回：海を渡る最強の紙 

——運送営業③ 海上運送とB/L

【テーマ】船荷証券（Bill of Lading）、償還証券性、物権的効力

【問い】「B/L（ビーエル）なくして荷渡しなし」。なぜ国際貿易では、未だに紙の証券が絶対的な力を持つのか？ 証券の引渡しが商品の引渡しと同じ効力を持つ
「象徴的引渡し」の魔法。

第13
回

第13回：在庫を守る 

——倉庫営業

【テーマ】倉庫寄託契約、倉荷証券、火災時の責任

【問い】Amazonの倉庫のような巨大物流拠点で、商品は法的にどう管理されているのか？ 預けた物が燃えた場合、倉庫業者はどこまで責任を負うか。

第14
回

【第5部：おもてなしと総括 ——サービスのプロ（第14回～第15回）】

第14回：おもてなしの責任

—— 場屋営業

【テーマ】公衆接客業者、客の携帯品に対する責任、高価品の特則

【問　い】「貴重品はフロントへ」という掲示があれば、更衣室で財布が盗まれても店は責任を負わないのか？ 飲食店やホテルに課される厳しい管理責任。

第15
回

【第5部】総まとめ

第15回：総合演習

——ある商社マンの奮闘記

【テーマ】商行為法（各論）の横断的理解、複合的事例への応用

【内　容】中堅商社に勤める主人公が、海外から希少なコーヒー豆を輸入し、国内カフェチェーンに卸すプロジェクトを担当。物流トラブルやクレームを乗り越
え、最後に取引先との祝賀会を開くまでの法的課題を解決する。

【問　い】

1.（契約締結）：メーカーと小売店の間を取り持ったが、契約書に自分の名前しか書かなかった。（問屋と仲立人の区別・介入権）

2.（物　流）：商品がまだ海の上にあるのに、船荷証券（B/L）を使って転売し、到着後は倉庫に預けた。（物品運送・倉庫営業・有価証券法理）

3.（販　売）：納品から半年後に「豆が腐っていた」とクレームが来た。返品を受け付ける義務はあるか？（商事売買・買主の検査通知義務）

4.（接　待）：プロジェクト成功の祝賀会をホテルで開いた際、預けた荷物が紛失した。ホテルに賠償させられるか？（場屋営業・客の携帯品に対する責任）

試験 20%

レポート 60%

その他 20%

著者 タイトル 教科書購入区分 ISBN 出版社 備考

１． 北村雅史 商法総則・商行為法〔第
２版〕

大学オンライン
販売

978‑4‑589‑04201‑9 法律文化社



講義コード 1N10930000

講義名称 商取引法Ⅱ　＜秋＞

科目英文名 Commercial Law Ⅱ

開講責任部署 法学部　法律学科

代表ナンバリングコード 0LAW2480

単位数 2.0

時間割 秋学期: 月曜日３時限

講義開講時期 秋学期

担当教員

講
義・
演習
概要

【講義名称】商取引法Ⅱ：ビジネスモデルの法的構造

Ⅰ　講義概要
春学期の「商取引法Ⅰ」で学んだ「商人たち（プレイヤー）」が、実際にどのようなルールで取引を行い、経済社会を動かしているのか。本講義では、商法典

（商行為法）に基づき、ビジネスの現場で適用される「プロ同士のルール」と「各種ビジネスモデル」を体系的に学ぶ。

講義の前半では、すべての取引の土台となる「商行為通則」と「商事売買」を扱い、民法とは異なる迅速な処理ルールを習得する。中盤では「決済」や「投
資」といった金融的側面、後半では「仲介（仲立・問屋）」「物流（運送・倉庫）」「サービス（場屋）」といった具体的業種の法的構造を解剖する。

「商取引法」という講学上の名称にとらわれず、企業取引の実務において商人がどのように他者と連携し、経済的共同体を形成しているのか、そのダイナミズム
を法的な視点から理解することを目的とする。

Ⅱ　なぜ、いま「商取引法Ⅱ」を学ぶのか？

1. トラブルを予防し、公正な取引を実現する

商行為通則は、商取引のスピードと安全を守るための「交通ルール」である。例えば、売買における検品義務や、商人間留置権などの知識は、自社の利益を守る
盾となる。法的リスクを認識し、公正かつ透明性のある取引環境を構築できる人材を目指す。

2. ビジネスの「仕組み」を透視する力を養う

「証券会社はどうやって株を売買している？」「経済の血流である運送業者と、巨大な倉庫業者はビジネス上、どのような責任を負うのか？」。これらのビジネ
スはすべて商法上の典型的な契約類型に基づいている。各業種の法的構造（マネタイズと責任の仕組み）を理解することで、将来どのような業界に進んでも通用す
るビジネスリテラシーを身につける。

Ⅲ　授業の進め方（毎回のルーティン）

→各回、概ね次の流れで進める。「予習→実践→復習」のサイクルを回し、着実に力をつける。

1. 学習チェック（ポイント確認）：本日の到達点（重要論点）を短問で確認し、授業の見取り図を共有する。

2. 導入事例（ケーススタディ）：実務で実際に起きそうな「数行のトラブル事例」を提示する。

3. 図表で全体像をつかむ：「誰と誰が契約しているのか？」「お金とモノの流れ」を図解で整理する。

4. 条文の使いこなし：法律要件→効果→例外の順に読み解き、当てはめの骨格を作る。

5. 設問を通じた考察：一方的な講義ではなく、短い設問に対し「なぜそうなるか」を考える時間を設ける。

※ 講義レジュメは原則1週間前までに配布する。

※ 復習用録音をOneDriveで提供する。

学習
（到
達）
目標

「商取引法」は、司法試験・公認会計士試験をはじめ、司法書士・行政書士・ビジネス実務法務検定試験・宅地建物取引士試験など、多くの資格試験における
頻出分野である。特に本講義で扱う「商行為法」は、民法の特則や各種の契約類型（売買・運送・倉庫など）が入り乱れるため、独学では「各論の羅列に見え
て、統一的な理解が難しい」とされる分野でもある。

　本講義（商取引法Ⅱ）では、単なる知識の暗記ではなく「ビジネスの現場で法がどう機能するか」を重視し、以下の状態に到達することを目指す。

　1.　ビジネスモデルの「動態」を視覚化できる

　商品が売買され、運送され、倉庫に保管され、決済されるという一連のビジネスの流れ（商流・物流・金流）を、法的な仕組みとして有機的にイメージできる状
態にする。

　2.　民法との「差異」をツールとして使いこなせる

　「なぜ民法の原則を修正する必要があるのか（迅速性・安全性の要請）」という趣旨を理解し、民法と商法の違いを意識しながら、条文を事案に応じて適切に
選択・適用できるスキルを身につける。

　3.　複合的な紛争を「横断的思考」で解決できる

　実際のビジネスで起こりうる、複数の業種（売主・運送業者・倉庫業者など）が絡む複雑なトラブルに対し、それぞれの権利義務関係を整理し、論理的な法的
根拠に基づいて解決策を提示できる。

　以上の到達目標は、先に示した「授業の進め方（毎回のルーティン）」の反復練習を通じて、着実に達成を目指すものである。

講義・演習計画

成績評価の方法（割合）
「成績評価の方法（コメント）」についても合わせてご確認ください。

成績評価の方法（コメント）

【成績評価の方法】

「暗記」ではなく「理解と論理的思考」を評価する。

① 理解力テスト（配点：20点）
→授業内容の定着度を確認するテストである。

② 平常点（配点：20点）
→授業への積極的な参加度などを評価する。

③ レポート課題（配点：60点）
→学期中に課される課題である。「商取引法Ⅱ」は「課題解決型授業」を目指すので「論理的な構成力」を重視する。

※ 成績評価は合計100点で評価する。その詳細については、第1回目の対面授業で詳しく説明する。

テキスト

事前および事後学習の
指示

【受講生の学習サイクル（推奨）】

授業効果を最大化するため、次の手順で学習することを推奨する。

・ 予習（20～30分）
→ 配布レジュメを通読し、該当する条文にマーカーや付箋を貼る（これだけで授業の理解度が段違いである）。

・ 授業中
→「なぜそうなるのか？」という理由付けを常に考える。

・ 復習（30分）
→ 学習チェック項目や授業中の設問を、何も見ずに「根拠条文」と「理由」付きで答えてみる。不明点はOneDriveで提供する録音ファイ

ルで再確認。

学習時間 事前学習時間：30時間　事後学習時間：30時間

キーワード 商行為通則、商事売買、匿名組合、仲立営業、問屋営業、運送営業、倉庫営業、場屋営業

備考(管理者用) （旧：商取引法）08～19E・J・10～19B生読替☆（旧：商法Ⅲ）02～07E・J生読替

氏名

大川　済植

授業形態 講義

アクティブラーニングの
詳細

※受講人数により表記のとおり実施できない場合があります。

課題解決

回 内容

第1回

【第1部：プロ同士の契約ルール ——通則と売買（第1回～第4回）】

　→ビジネスのスピードと安全を守るため、民法（市民のルール）がどのように修正されているかを学ぶ。

第1回：ガイダンス＆ビジネスは時は金なり 

　　　——商行為通則① 成立と代理

【テーマ】申込みの諾否通知義務、商行為の代理、対抗要件

【問　い】「契約書を返送していない」のに契約成立とみなされる？ 沈黙が承諾になるビジネスのスピード感と、顕名（「〇〇社の代理」と言うこと）を省略で
きるプロの慣行。

第2回

第2回：債権を確実に回収する 

　　　——商行為通則② 担保と利息

【テーマ】商事法定利率、流質契約、商人間留置権

【問　い】「利息の話をしていなかった」場合でも、商人は年6%を請求できるか？ 借金のカタに取った物を、裁判所を通さずに売ってしまう「流質」の強烈な効
力。

第3回

第3回：プロ同士の売買 

　　　——商事売買① 検査義務

【テーマ】買主の検査・通知義務（商法526条）

【問　い】届いた商品に欠陥があったが、忙しくて1週間放置した。あとから返品できるか？ 商人間の売買で最も重要かつ恐ろしい「検品義務」の罠。

第4回

第4回：トラブル時の処理 

　　　——商事売買② 解除と保管

【テーマ】確定期売買の解除、買主の保管・供託義務

【問　い】クリスマスケーキが26日に届いた。もはや不要だが、解除の連絡は必要か？ また、送られてきた不良品を「邪魔だから」と捨ててよいか？

第5回

【第2部：お金と投資の仕組み ——金融（第5回～第6回）】

　→継続的な取引における決済方法と、ビジネスにお金を呼び込む投資スキームを学ぶ。

第5回：ツケ払いのシステム 

　　　——交互計算・その他の決済

【テーマ】交互計算の機能、不可分性、相殺、決済手段の多様性

【問　い】毎日の取引をその都度決済せず、半年に一回まとめて精算する「交互計算」のメリットとは？ 帳簿上の残高が持つ法的意味。

第6回

第6回：口を出さずに金を出す 

　　　——匿名組合

【テーマ】匿名組合契約、出資者の権利義務、営業者の責任

【問　い】「経営にはタッチしないが、利益の配当だけ欲しい」。ファンドやアイドルへの投資スキームなどで多用される匿名組合の仕組みとは？

第7回

【第3部：ビジネスをつなぐ ——仲介のプロ（第7回～第9回）】

　→商品と顧客、企業と企業を結びつける「つなぎ役」のビジネスモデルを学ぶ。

第7回：契約のキューピッド 

　　　——仲立営業

【テーマ】仲立人（ブローカー）の役割、給付受領権限、黙秘義務

【問　い】不動産仲介やM&A仲介は、契約当事者ではないのに、なぜ手数料をもらえるのか？ 双方のために尽くす中立的な立場と、氏名を隠す権利。

第8回

第8回：自分の名で商売する 

　　　——問屋営業① 構造

【テーマ】問屋の意義、委託者との関係、介入権

【問　い】証券会社は顧客の注文をどう処理している？ 「他人の計算（財布）で、自分の名（責任）でする」という複雑な仕組みと、自らが売主になれる「介入
権」。

第9回

第9回：問屋のリスクと責任 

　　　——問屋営業② 責任

【テーマ】履行担保責任、問屋の権利（留置権など）、運送取扱営業

【問　い】委託された商品が売れなかったり、代金が回収できなかった時、問屋はどう責任を負うか？ 運送の手配をする「運送取扱人」の役割。

第10
回

【第4部：モノを運ぶ・預かる ——物流のプロ（第10回～第14回）】

　→経済の血流である「物流」と、巨大な倉庫ビジネスの責任を学ぶ。

第10回：物流を支える 

　　　——運送営業① 物品運送

【テーマ】物品運送契約、運送人の損害賠償責任、高価品特則

【問　い】配送中の荷物が壊れたら、運送会社は全額弁償してくれるのか？ 「高価品」を申告しなかった場合のリスクと免責。

第11
回

第11回：紙切れになった証券 

　　　——運送営業② 陸上運送と送り状

【テーマ】貨物引換証の発行不要制度、送り状（Waybill）の機能

【問　い】なぜ国内の宅配便やトラック運送では、もはや「貨物引換証」が発行されないのか？ 商法改正により「有価証券」から単なる「受取証・データ」へと
変化した陸上物流の実態。

第12
回

第12回：海を渡る最強の紙 

——運送営業③ 海上運送とB/L

【テーマ】船荷証券（Bill of Lading）、償還証券性、物権的効力

【問い】「B/L（ビーエル）なくして荷渡しなし」。なぜ国際貿易では、未だに紙の証券が絶対的な力を持つのか？ 証券の引渡しが商品の引渡しと同じ効力を持つ
「象徴的引渡し」の魔法。

第13
回

第13回：在庫を守る 

——倉庫営業

【テーマ】倉庫寄託契約、倉荷証券、火災時の責任

【問い】Amazonの倉庫のような巨大物流拠点で、商品は法的にどう管理されているのか？ 預けた物が燃えた場合、倉庫業者はどこまで責任を負うか。

第14
回

【第5部：おもてなしと総括 ——サービスのプロ（第14回～第15回）】

第14回：おもてなしの責任

—— 場屋営業

【テーマ】公衆接客業者、客の携帯品に対する責任、高価品の特則

【問　い】「貴重品はフロントへ」という掲示があれば、更衣室で財布が盗まれても店は責任を負わないのか？ 飲食店やホテルに課される厳しい管理責任。

第15
回

【第5部】総まとめ

第15回：総合演習

——ある商社マンの奮闘記

【テーマ】商行為法（各論）の横断的理解、複合的事例への応用

【内　容】中堅商社に勤める主人公が、海外から希少なコーヒー豆を輸入し、国内カフェチェーンに卸すプロジェクトを担当。物流トラブルやクレームを乗り越
え、最後に取引先との祝賀会を開くまでの法的課題を解決する。

【問　い】

1.（契約締結）：メーカーと小売店の間を取り持ったが、契約書に自分の名前しか書かなかった。（問屋と仲立人の区別・介入権）

2.（物　流）：商品がまだ海の上にあるのに、船荷証券（B/L）を使って転売し、到着後は倉庫に預けた。（物品運送・倉庫営業・有価証券法理）

3.（販　売）：納品から半年後に「豆が腐っていた」とクレームが来た。返品を受け付ける義務はあるか？（商事売買・買主の検査通知義務）

4.（接　待）：プロジェクト成功の祝賀会をホテルで開いた際、預けた荷物が紛失した。ホテルに賠償させられるか？（場屋営業・客の携帯品に対する責任）

試験 20%

レポート 60%

その他 20%

著者 タイトル 教科書購入区分 ISBN 出版社 備考

１． 北村雅史 商法総則・商行為法〔第
２版〕

大学オンライン
販売

978‑4‑589‑04201‑9 法律文化社



講義コード 1N10930000

講義名称 商取引法Ⅱ　＜秋＞

科目英文名 Commercial Law Ⅱ

開講責任部署 法学部　法律学科

代表ナンバリングコード 0LAW2480

単位数 2.0

時間割 秋学期: 月曜日３時限

講義開講時期 秋学期

担当教員

講
義・
演習
概要

【講義名称】商取引法Ⅱ：ビジネスモデルの法的構造

Ⅰ　講義概要
春学期の「商取引法Ⅰ」で学んだ「商人たち（プレイヤー）」が、実際にどのようなルールで取引を行い、経済社会を動かしているのか。本講義では、商法典

（商行為法）に基づき、ビジネスの現場で適用される「プロ同士のルール」と「各種ビジネスモデル」を体系的に学ぶ。

講義の前半では、すべての取引の土台となる「商行為通則」と「商事売買」を扱い、民法とは異なる迅速な処理ルールを習得する。中盤では「決済」や「投
資」といった金融的側面、後半では「仲介（仲立・問屋）」「物流（運送・倉庫）」「サービス（場屋）」といった具体的業種の法的構造を解剖する。

「商取引法」という講学上の名称にとらわれず、企業取引の実務において商人がどのように他者と連携し、経済的共同体を形成しているのか、そのダイナミズム
を法的な視点から理解することを目的とする。

Ⅱ　なぜ、いま「商取引法Ⅱ」を学ぶのか？

1. トラブルを予防し、公正な取引を実現する

商行為通則は、商取引のスピードと安全を守るための「交通ルール」である。例えば、売買における検品義務や、商人間留置権などの知識は、自社の利益を守る
盾となる。法的リスクを認識し、公正かつ透明性のある取引環境を構築できる人材を目指す。

2. ビジネスの「仕組み」を透視する力を養う

「証券会社はどうやって株を売買している？」「経済の血流である運送業者と、巨大な倉庫業者はビジネス上、どのような責任を負うのか？」。これらのビジネ
スはすべて商法上の典型的な契約類型に基づいている。各業種の法的構造（マネタイズと責任の仕組み）を理解することで、将来どのような業界に進んでも通用す
るビジネスリテラシーを身につける。

Ⅲ　授業の進め方（毎回のルーティン）

→各回、概ね次の流れで進める。「予習→実践→復習」のサイクルを回し、着実に力をつける。

1. 学習チェック（ポイント確認）：本日の到達点（重要論点）を短問で確認し、授業の見取り図を共有する。

2. 導入事例（ケーススタディ）：実務で実際に起きそうな「数行のトラブル事例」を提示する。

3. 図表で全体像をつかむ：「誰と誰が契約しているのか？」「お金とモノの流れ」を図解で整理する。

4. 条文の使いこなし：法律要件→効果→例外の順に読み解き、当てはめの骨格を作る。

5. 設問を通じた考察：一方的な講義ではなく、短い設問に対し「なぜそうなるか」を考える時間を設ける。

※ 講義レジュメは原則1週間前までに配布する。

※ 復習用録音をOneDriveで提供する。

学習
（到
達）
目標

「商取引法」は、司法試験・公認会計士試験をはじめ、司法書士・行政書士・ビジネス実務法務検定試験・宅地建物取引士試験など、多くの資格試験における
頻出分野である。特に本講義で扱う「商行為法」は、民法の特則や各種の契約類型（売買・運送・倉庫など）が入り乱れるため、独学では「各論の羅列に見え
て、統一的な理解が難しい」とされる分野でもある。

　本講義（商取引法Ⅱ）では、単なる知識の暗記ではなく「ビジネスの現場で法がどう機能するか」を重視し、以下の状態に到達することを目指す。

　1.　ビジネスモデルの「動態」を視覚化できる

　商品が売買され、運送され、倉庫に保管され、決済されるという一連のビジネスの流れ（商流・物流・金流）を、法的な仕組みとして有機的にイメージできる状
態にする。

　2.　民法との「差異」をツールとして使いこなせる

　「なぜ民法の原則を修正する必要があるのか（迅速性・安全性の要請）」という趣旨を理解し、民法と商法の違いを意識しながら、条文を事案に応じて適切に
選択・適用できるスキルを身につける。

　3.　複合的な紛争を「横断的思考」で解決できる

　実際のビジネスで起こりうる、複数の業種（売主・運送業者・倉庫業者など）が絡む複雑なトラブルに対し、それぞれの権利義務関係を整理し、論理的な法的
根拠に基づいて解決策を提示できる。

　以上の到達目標は、先に示した「授業の進め方（毎回のルーティン）」の反復練習を通じて、着実に達成を目指すものである。

講義・演習計画

成績評価の方法（割合）
「成績評価の方法（コメント）」についても合わせてご確認ください。

成績評価の方法（コメント）

【成績評価の方法】

「暗記」ではなく「理解と論理的思考」を評価する。

① 理解力テスト（配点：20点）
→授業内容の定着度を確認するテストである。

② 平常点（配点：20点）
→授業への積極的な参加度などを評価する。

③ レポート課題（配点：60点）
→学期中に課される課題である。「商取引法Ⅱ」は「課題解決型授業」を目指すので「論理的な構成力」を重視する。

※ 成績評価は合計100点で評価する。その詳細については、第1回目の対面授業で詳しく説明する。

テキスト

事前および事後学習の
指示

【受講生の学習サイクル（推奨）】

授業効果を最大化するため、次の手順で学習することを推奨する。

・ 予習（20～30分）
→ 配布レジュメを通読し、該当する条文にマーカーや付箋を貼る（これだけで授業の理解度が段違いである）。

・ 授業中
→「なぜそうなるのか？」という理由付けを常に考える。

・ 復習（30分）
→ 学習チェック項目や授業中の設問を、何も見ずに「根拠条文」と「理由」付きで答えてみる。不明点はOneDriveで提供する録音ファイ

ルで再確認。

学習時間 事前学習時間：30時間　事後学習時間：30時間

キーワード 商行為通則、商事売買、匿名組合、仲立営業、問屋営業、運送営業、倉庫営業、場屋営業

備考(管理者用) （旧：商取引法）08～19E・J・10～19B生読替☆（旧：商法Ⅲ）02～07E・J生読替

氏名

大川　済植

授業形態 講義

アクティブラーニングの
詳細

※受講人数により表記のとおり実施できない場合があります。

課題解決

回 内容

第1回

【第1部：プロ同士の契約ルール ——通則と売買（第1回～第4回）】

　→ビジネスのスピードと安全を守るため、民法（市民のルール）がどのように修正されているかを学ぶ。

第1回：ガイダンス＆ビジネスは時は金なり 

　　　——商行為通則① 成立と代理

【テーマ】申込みの諾否通知義務、商行為の代理、対抗要件

【問　い】「契約書を返送していない」のに契約成立とみなされる？ 沈黙が承諾になるビジネスのスピード感と、顕名（「〇〇社の代理」と言うこと）を省略で
きるプロの慣行。

第2回

第2回：債権を確実に回収する 

　　　——商行為通則② 担保と利息

【テーマ】商事法定利率、流質契約、商人間留置権

【問　い】「利息の話をしていなかった」場合でも、商人は年6%を請求できるか？ 借金のカタに取った物を、裁判所を通さずに売ってしまう「流質」の強烈な効
力。

第3回

第3回：プロ同士の売買 

　　　——商事売買① 検査義務

【テーマ】買主の検査・通知義務（商法526条）

【問　い】届いた商品に欠陥があったが、忙しくて1週間放置した。あとから返品できるか？ 商人間の売買で最も重要かつ恐ろしい「検品義務」の罠。

第4回

第4回：トラブル時の処理 

　　　——商事売買② 解除と保管

【テーマ】確定期売買の解除、買主の保管・供託義務

【問　い】クリスマスケーキが26日に届いた。もはや不要だが、解除の連絡は必要か？ また、送られてきた不良品を「邪魔だから」と捨ててよいか？

第5回

【第2部：お金と投資の仕組み ——金融（第5回～第6回）】

　→継続的な取引における決済方法と、ビジネスにお金を呼び込む投資スキームを学ぶ。

第5回：ツケ払いのシステム 

　　　——交互計算・その他の決済

【テーマ】交互計算の機能、不可分性、相殺、決済手段の多様性

【問　い】毎日の取引をその都度決済せず、半年に一回まとめて精算する「交互計算」のメリットとは？ 帳簿上の残高が持つ法的意味。

第6回

第6回：口を出さずに金を出す 

　　　——匿名組合

【テーマ】匿名組合契約、出資者の権利義務、営業者の責任

【問　い】「経営にはタッチしないが、利益の配当だけ欲しい」。ファンドやアイドルへの投資スキームなどで多用される匿名組合の仕組みとは？

第7回

【第3部：ビジネスをつなぐ ——仲介のプロ（第7回～第9回）】

　→商品と顧客、企業と企業を結びつける「つなぎ役」のビジネスモデルを学ぶ。

第7回：契約のキューピッド 

　　　——仲立営業

【テーマ】仲立人（ブローカー）の役割、給付受領権限、黙秘義務

【問　い】不動産仲介やM&A仲介は、契約当事者ではないのに、なぜ手数料をもらえるのか？ 双方のために尽くす中立的な立場と、氏名を隠す権利。

第8回

第8回：自分の名で商売する 

　　　——問屋営業① 構造

【テーマ】問屋の意義、委託者との関係、介入権

【問　い】証券会社は顧客の注文をどう処理している？ 「他人の計算（財布）で、自分の名（責任）でする」という複雑な仕組みと、自らが売主になれる「介入
権」。

第9回

第9回：問屋のリスクと責任 

　　　——問屋営業② 責任

【テーマ】履行担保責任、問屋の権利（留置権など）、運送取扱営業

【問　い】委託された商品が売れなかったり、代金が回収できなかった時、問屋はどう責任を負うか？ 運送の手配をする「運送取扱人」の役割。

第10
回

【第4部：モノを運ぶ・預かる ——物流のプロ（第10回～第14回）】

　→経済の血流である「物流」と、巨大な倉庫ビジネスの責任を学ぶ。

第10回：物流を支える 

　　　——運送営業① 物品運送

【テーマ】物品運送契約、運送人の損害賠償責任、高価品特則

【問　い】配送中の荷物が壊れたら、運送会社は全額弁償してくれるのか？ 「高価品」を申告しなかった場合のリスクと免責。

第11
回

第11回：紙切れになった証券 

　　　——運送営業② 陸上運送と送り状

【テーマ】貨物引換証の発行不要制度、送り状（Waybill）の機能

【問　い】なぜ国内の宅配便やトラック運送では、もはや「貨物引換証」が発行されないのか？ 商法改正により「有価証券」から単なる「受取証・データ」へと
変化した陸上物流の実態。

第12
回

第12回：海を渡る最強の紙 

——運送営業③ 海上運送とB/L

【テーマ】船荷証券（Bill of Lading）、償還証券性、物権的効力

【問い】「B/L（ビーエル）なくして荷渡しなし」。なぜ国際貿易では、未だに紙の証券が絶対的な力を持つのか？ 証券の引渡しが商品の引渡しと同じ効力を持つ
「象徴的引渡し」の魔法。

第13
回

第13回：在庫を守る 

——倉庫営業

【テーマ】倉庫寄託契約、倉荷証券、火災時の責任

【問い】Amazonの倉庫のような巨大物流拠点で、商品は法的にどう管理されているのか？ 預けた物が燃えた場合、倉庫業者はどこまで責任を負うか。

第14
回

【第5部：おもてなしと総括 ——サービスのプロ（第14回～第15回）】

第14回：おもてなしの責任

—— 場屋営業

【テーマ】公衆接客業者、客の携帯品に対する責任、高価品の特則

【問　い】「貴重品はフロントへ」という掲示があれば、更衣室で財布が盗まれても店は責任を負わないのか？ 飲食店やホテルに課される厳しい管理責任。

第15
回

【第5部】総まとめ

第15回：総合演習

——ある商社マンの奮闘記

【テーマ】商行為法（各論）の横断的理解、複合的事例への応用

【内　容】中堅商社に勤める主人公が、海外から希少なコーヒー豆を輸入し、国内カフェチェーンに卸すプロジェクトを担当。物流トラブルやクレームを乗り越
え、最後に取引先との祝賀会を開くまでの法的課題を解決する。

【問　い】

1.（契約締結）：メーカーと小売店の間を取り持ったが、契約書に自分の名前しか書かなかった。（問屋と仲立人の区別・介入権）

2.（物　流）：商品がまだ海の上にあるのに、船荷証券（B/L）を使って転売し、到着後は倉庫に預けた。（物品運送・倉庫営業・有価証券法理）

3.（販　売）：納品から半年後に「豆が腐っていた」とクレームが来た。返品を受け付ける義務はあるか？（商事売買・買主の検査通知義務）

4.（接　待）：プロジェクト成功の祝賀会をホテルで開いた際、預けた荷物が紛失した。ホテルに賠償させられるか？（場屋営業・客の携帯品に対する責任）

試験 20%

レポート 60%

その他 20%
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１． 北村雅史 商法総則・商行為法〔第
２版〕
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講義コード 1N10930000

講義名称 商取引法Ⅱ　＜秋＞

科目英文名 Commercial Law Ⅱ

開講責任部署 法学部　法律学科

代表ナンバリングコード 0LAW2480

単位数 2.0

時間割 秋学期: 月曜日３時限

講義開講時期 秋学期

担当教員

講
義・
演習
概要

【講義名称】商取引法Ⅱ：ビジネスモデルの法的構造

Ⅰ　講義概要
春学期の「商取引法Ⅰ」で学んだ「商人たち（プレイヤー）」が、実際にどのようなルールで取引を行い、経済社会を動かしているのか。本講義では、商法典

（商行為法）に基づき、ビジネスの現場で適用される「プロ同士のルール」と「各種ビジネスモデル」を体系的に学ぶ。

講義の前半では、すべての取引の土台となる「商行為通則」と「商事売買」を扱い、民法とは異なる迅速な処理ルールを習得する。中盤では「決済」や「投
資」といった金融的側面、後半では「仲介（仲立・問屋）」「物流（運送・倉庫）」「サービス（場屋）」といった具体的業種の法的構造を解剖する。

「商取引法」という講学上の名称にとらわれず、企業取引の実務において商人がどのように他者と連携し、経済的共同体を形成しているのか、そのダイナミズム
を法的な視点から理解することを目的とする。

Ⅱ　なぜ、いま「商取引法Ⅱ」を学ぶのか？

1. トラブルを予防し、公正な取引を実現する

商行為通則は、商取引のスピードと安全を守るための「交通ルール」である。例えば、売買における検品義務や、商人間留置権などの知識は、自社の利益を守る
盾となる。法的リスクを認識し、公正かつ透明性のある取引環境を構築できる人材を目指す。

2. ビジネスの「仕組み」を透視する力を養う

「証券会社はどうやって株を売買している？」「経済の血流である運送業者と、巨大な倉庫業者はビジネス上、どのような責任を負うのか？」。これらのビジネ
スはすべて商法上の典型的な契約類型に基づいている。各業種の法的構造（マネタイズと責任の仕組み）を理解することで、将来どのような業界に進んでも通用す
るビジネスリテラシーを身につける。

Ⅲ　授業の進め方（毎回のルーティン）

→各回、概ね次の流れで進める。「予習→実践→復習」のサイクルを回し、着実に力をつける。

1. 学習チェック（ポイント確認）：本日の到達点（重要論点）を短問で確認し、授業の見取り図を共有する。

2. 導入事例（ケーススタディ）：実務で実際に起きそうな「数行のトラブル事例」を提示する。

3. 図表で全体像をつかむ：「誰と誰が契約しているのか？」「お金とモノの流れ」を図解で整理する。

4. 条文の使いこなし：法律要件→効果→例外の順に読み解き、当てはめの骨格を作る。

5. 設問を通じた考察：一方的な講義ではなく、短い設問に対し「なぜそうなるか」を考える時間を設ける。

※ 講義レジュメは原則1週間前までに配布する。

※ 復習用録音をOneDriveで提供する。

学習
（到
達）
目標

「商取引法」は、司法試験・公認会計士試験をはじめ、司法書士・行政書士・ビジネス実務法務検定試験・宅地建物取引士試験など、多くの資格試験における
頻出分野である。特に本講義で扱う「商行為法」は、民法の特則や各種の契約類型（売買・運送・倉庫など）が入り乱れるため、独学では「各論の羅列に見え
て、統一的な理解が難しい」とされる分野でもある。

　本講義（商取引法Ⅱ）では、単なる知識の暗記ではなく「ビジネスの現場で法がどう機能するか」を重視し、以下の状態に到達することを目指す。

　1.　ビジネスモデルの「動態」を視覚化できる

　商品が売買され、運送され、倉庫に保管され、決済されるという一連のビジネスの流れ（商流・物流・金流）を、法的な仕組みとして有機的にイメージできる状
態にする。

　2.　民法との「差異」をツールとして使いこなせる

　「なぜ民法の原則を修正する必要があるのか（迅速性・安全性の要請）」という趣旨を理解し、民法と商法の違いを意識しながら、条文を事案に応じて適切に
選択・適用できるスキルを身につける。

　3.　複合的な紛争を「横断的思考」で解決できる

　実際のビジネスで起こりうる、複数の業種（売主・運送業者・倉庫業者など）が絡む複雑なトラブルに対し、それぞれの権利義務関係を整理し、論理的な法的
根拠に基づいて解決策を提示できる。

　以上の到達目標は、先に示した「授業の進め方（毎回のルーティン）」の反復練習を通じて、着実に達成を目指すものである。

講義・演習計画

成績評価の方法（割合）
「成績評価の方法（コメント）」についても合わせてご確認ください。

成績評価の方法（コメント）

【成績評価の方法】

「暗記」ではなく「理解と論理的思考」を評価する。

① 理解力テスト（配点：20点）
→授業内容の定着度を確認するテストである。

② 平常点（配点：20点）
→授業への積極的な参加度などを評価する。

③ レポート課題（配点：60点）
→学期中に課される課題である。「商取引法Ⅱ」は「課題解決型授業」を目指すので「論理的な構成力」を重視する。

※ 成績評価は合計100点で評価する。その詳細については、第1回目の対面授業で詳しく説明する。

テキスト

事前および事後学習の
指示

【受講生の学習サイクル（推奨）】

授業効果を最大化するため、次の手順で学習することを推奨する。

・ 予習（20～30分）
→ 配布レジュメを通読し、該当する条文にマーカーや付箋を貼る（これだけで授業の理解度が段違いである）。

・ 授業中
→「なぜそうなるのか？」という理由付けを常に考える。

・ 復習（30分）
→ 学習チェック項目や授業中の設問を、何も見ずに「根拠条文」と「理由」付きで答えてみる。不明点はOneDriveで提供する録音ファイ

ルで再確認。

学習時間 事前学習時間：30時間　事後学習時間：30時間

キーワード 商行為通則、商事売買、匿名組合、仲立営業、問屋営業、運送営業、倉庫営業、場屋営業

備考(管理者用) （旧：商取引法）08～19E・J・10～19B生読替☆（旧：商法Ⅲ）02～07E・J生読替

氏名

大川　済植

授業形態 講義

アクティブラーニングの
詳細

※受講人数により表記のとおり実施できない場合があります。

課題解決

回 内容

第1回

【第1部：プロ同士の契約ルール ——通則と売買（第1回～第4回）】

　→ビジネスのスピードと安全を守るため、民法（市民のルール）がどのように修正されているかを学ぶ。

第1回：ガイダンス＆ビジネスは時は金なり 

　　　——商行為通則① 成立と代理

【テーマ】申込みの諾否通知義務、商行為の代理、対抗要件

【問　い】「契約書を返送していない」のに契約成立とみなされる？ 沈黙が承諾になるビジネスのスピード感と、顕名（「〇〇社の代理」と言うこと）を省略で
きるプロの慣行。

第2回

第2回：債権を確実に回収する 

　　　——商行為通則② 担保と利息

【テーマ】商事法定利率、流質契約、商人間留置権

【問　い】「利息の話をしていなかった」場合でも、商人は年6%を請求できるか？ 借金のカタに取った物を、裁判所を通さずに売ってしまう「流質」の強烈な効
力。

第3回

第3回：プロ同士の売買 

　　　——商事売買① 検査義務

【テーマ】買主の検査・通知義務（商法526条）

【問　い】届いた商品に欠陥があったが、忙しくて1週間放置した。あとから返品できるか？ 商人間の売買で最も重要かつ恐ろしい「検品義務」の罠。

第4回

第4回：トラブル時の処理 

　　　——商事売買② 解除と保管

【テーマ】確定期売買の解除、買主の保管・供託義務

【問　い】クリスマスケーキが26日に届いた。もはや不要だが、解除の連絡は必要か？ また、送られてきた不良品を「邪魔だから」と捨ててよいか？

第5回

【第2部：お金と投資の仕組み ——金融（第5回～第6回）】

　→継続的な取引における決済方法と、ビジネスにお金を呼び込む投資スキームを学ぶ。

第5回：ツケ払いのシステム 

　　　——交互計算・その他の決済

【テーマ】交互計算の機能、不可分性、相殺、決済手段の多様性

【問　い】毎日の取引をその都度決済せず、半年に一回まとめて精算する「交互計算」のメリットとは？ 帳簿上の残高が持つ法的意味。

第6回

第6回：口を出さずに金を出す 

　　　——匿名組合

【テーマ】匿名組合契約、出資者の権利義務、営業者の責任

【問　い】「経営にはタッチしないが、利益の配当だけ欲しい」。ファンドやアイドルへの投資スキームなどで多用される匿名組合の仕組みとは？

第7回

【第3部：ビジネスをつなぐ ——仲介のプロ（第7回～第9回）】

　→商品と顧客、企業と企業を結びつける「つなぎ役」のビジネスモデルを学ぶ。

第7回：契約のキューピッド 

　　　——仲立営業

【テーマ】仲立人（ブローカー）の役割、給付受領権限、黙秘義務

【問　い】不動産仲介やM&A仲介は、契約当事者ではないのに、なぜ手数料をもらえるのか？ 双方のために尽くす中立的な立場と、氏名を隠す権利。

第8回

第8回：自分の名で商売する 

　　　——問屋営業① 構造

【テーマ】問屋の意義、委託者との関係、介入権

【問　い】証券会社は顧客の注文をどう処理している？ 「他人の計算（財布）で、自分の名（責任）でする」という複雑な仕組みと、自らが売主になれる「介入
権」。

第9回

第9回：問屋のリスクと責任 

　　　——問屋営業② 責任

【テーマ】履行担保責任、問屋の権利（留置権など）、運送取扱営業

【問　い】委託された商品が売れなかったり、代金が回収できなかった時、問屋はどう責任を負うか？ 運送の手配をする「運送取扱人」の役割。

第10
回

【第4部：モノを運ぶ・預かる ——物流のプロ（第10回～第14回）】

　→経済の血流である「物流」と、巨大な倉庫ビジネスの責任を学ぶ。

第10回：物流を支える 

　　　——運送営業① 物品運送

【テーマ】物品運送契約、運送人の損害賠償責任、高価品特則

【問　い】配送中の荷物が壊れたら、運送会社は全額弁償してくれるのか？ 「高価品」を申告しなかった場合のリスクと免責。

第11
回

第11回：紙切れになった証券 

　　　——運送営業② 陸上運送と送り状

【テーマ】貨物引換証の発行不要制度、送り状（Waybill）の機能

【問　い】なぜ国内の宅配便やトラック運送では、もはや「貨物引換証」が発行されないのか？ 商法改正により「有価証券」から単なる「受取証・データ」へと
変化した陸上物流の実態。

第12
回

第12回：海を渡る最強の紙 

——運送営業③ 海上運送とB/L

【テーマ】船荷証券（Bill of Lading）、償還証券性、物権的効力

【問い】「B/L（ビーエル）なくして荷渡しなし」。なぜ国際貿易では、未だに紙の証券が絶対的な力を持つのか？ 証券の引渡しが商品の引渡しと同じ効力を持つ
「象徴的引渡し」の魔法。

第13
回

第13回：在庫を守る 

——倉庫営業

【テーマ】倉庫寄託契約、倉荷証券、火災時の責任

【問い】Amazonの倉庫のような巨大物流拠点で、商品は法的にどう管理されているのか？ 預けた物が燃えた場合、倉庫業者はどこまで責任を負うか。

第14
回

【第5部：おもてなしと総括 ——サービスのプロ（第14回～第15回）】

第14回：おもてなしの責任

—— 場屋営業

【テーマ】公衆接客業者、客の携帯品に対する責任、高価品の特則

【問　い】「貴重品はフロントへ」という掲示があれば、更衣室で財布が盗まれても店は責任を負わないのか？ 飲食店やホテルに課される厳しい管理責任。

第15
回

【第5部】総まとめ

第15回：総合演習

——ある商社マンの奮闘記

【テーマ】商行為法（各論）の横断的理解、複合的事例への応用

【内　容】中堅商社に勤める主人公が、海外から希少なコーヒー豆を輸入し、国内カフェチェーンに卸すプロジェクトを担当。物流トラブルやクレームを乗り越
え、最後に取引先との祝賀会を開くまでの法的課題を解決する。

【問　い】

1.（契約締結）：メーカーと小売店の間を取り持ったが、契約書に自分の名前しか書かなかった。（問屋と仲立人の区別・介入権）

2.（物　流）：商品がまだ海の上にあるのに、船荷証券（B/L）を使って転売し、到着後は倉庫に預けた。（物品運送・倉庫営業・有価証券法理）

3.（販　売）：納品から半年後に「豆が腐っていた」とクレームが来た。返品を受け付ける義務はあるか？（商事売買・買主の検査通知義務）

4.（接　待）：プロジェクト成功の祝賀会をホテルで開いた際、預けた荷物が紛失した。ホテルに賠償させられるか？（場屋営業・客の携帯品に対する責任）

試験 20%

レポート 60%

その他 20%

著者 タイトル 教科書購入区分 ISBN 出版社 備考

１． 北村雅史 商法総則・商行為法〔第
２版〕

大学オンライン
販売

978‑4‑589‑04201‑9 法律文化社




